
作
品
応
募
が
あ
っ
た
。
審
査
委
員
会
の
厳
正
な

審
査
に
ょ
り
一
堂
賞
者
を
決
定
し
、
大
学
ク
ラ
ー

ク
尋
館
ク
ラ
ー
ク
・
チ
ャ
ペ
ル
に
お
い
て
表

彰
式
を
行
っ
た
。
日
本
語
部
門
、
英
語
部
門
そ

れ
ぞ
れ
の
最
優
秀
賞
、
優
秀
賞
、
佳
作
の
一
支
賞

者
に
対
し
て
、
大
谷
實
総
長
か
ら
表
彰
状
と
副

賞
を
授
与
し
た

2
0
0
8
年
度
同
志
社
総
長
表
彰
式
3
月
器
日

同
志
社
総
長
賞
は
、
本
法
人
が
ス
ホ
ー
ツ
活

動
お
よ
ぴ
文
化
活
動
の
国
際
大
会
、
国
際
コ
ン

ク
ー
ル
等
に
お
い
て
入
賞
を
果
た
し
た
優
秀
な

学
生
、
生
徒
、
旧
董
剛
児
に
対
し
て
、
総
長

が
こ
れ
を
顕
彰
す
る
こ
と
を
U
的
と
し
て
船
年

度
か
ら
設
け
た
。
開
作
度
は
、
大
学
長
、
小
学

校
長
か
ら
の
推
薦
で
3
人
と
ー
チ
ー
ム
(
2
人
)

の
一
堂
貸
者
を
決
定
し
、
表
彰
式
を
大
学
神
学
館

礼
井
沌
で
行
っ
た
大
谷
賓
総
長
の
式
辞
、
野

本
真
也
理
亊
長
の
祝
辞
の
後
、
大
谷
貰
総
長
か

ら
票
日
冉
に
そ
れ
ぞ
れ
表
一
咲
と
副
賞
を
授
,
ナ

し
た同
志
社
キ
リ
ス
ト
教
教
育
講
演
会

法
人
部

第
袷
回
国
際
交
流
に
関
す
る
エ
ツ
セ
イ
コ
ン

テ
ス
ト
表
彰
式

打
巧
口

1

向
志
社
岡
際
卞
義
教
育
委
員
会
が
同
際
交
流

プ
ロ
グ
ラ
ム
の
環
と
し
て
、
川
際
」
父
流
に
関

す
る
エ
ッ
セ
イ
を
法
人
内
蚤
穫
四
釜
・
生

徒
か
ら
募
り
、
岡
際
交
流
や
凶
際
問
脛
に
関
す

る
老
え
を
発
喪
す
る
機
会
と
し
て
突
施
し
て
い

る
第
B
阿
門
と
な
る
船
午
度
は
、
 
H
本
語
部

門
帽
点

(
大
学
生
の
部
捻
点
、
」
寝
生
の
部
3

.
ー
、
、

^
^
,
^
^
^
寸
・
Π
^
ト
^
"
^
^
^
^
川
ケ
、
・
Π
Ⅱ
^
ト
^

ー
゛
ー
"(
」
秘
生
の
部
朝
点
、
中
学
生
の
部
3
点
)
の

大
学

誉
教
授
が
講
演
。

総
合
政
策
科
学
研
究
科
事
業
提
案
発
表
会

3
Ⅱ
1
Π

社
会
人
対
象
の
「
ソ
ー
シ
ャ
ル
・
イ
ノ
ベ
ー

シ
ヨ
ン
型
再
チ
ャ
レ
ン
ジ
十
X
援
教
育
プ
ロ
グ
ラ

ム
」
一
堂
講
生
が
事
業
プ
ラ
ン
を
発
表

上
京
区
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
設

協
定
締
結
式

3
寸
3
Π

恊
定
締
結
に
ょ
り
、
災
上
"
法
人
施
設
内

に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
が
凱
鞍
で
き
る
。

薬
物
乱
用
防
止
に
関
す
る
共
同
声
明
を
関
西

大
学
関
西
学
院
大
学
、
立
命
館
大
学
と
と

も
に
宣
言

3
]
7
日

商
学
部
『
特
色
G
P
』
シ
ン
ボ
ジ
ウ
ム

学
生
と
大
学
の
「
幸
せ
な
出
会
い
」
を
も
と

3
H
N
n

め
て
朝
日
新
聞
社
浜
際
宮
朝
円
ホ
ー
ル
(
東
京

築
地
)
で
朝
日
新
聞
社
後
援
に
ょ
る
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム
を
開
催
。
「
学
生
と
学
問
」
「
学
生
と
友
人
」

な
ど
大
学
で
の
様
々
な
出
会
い
を
「
幸
せ
な
一

も
の
に
す
る
た
め
、
大
学
教
育
や
初
年
炊
の
課

題
を
参
加
者
と
と
も
に
考
え
た
。

ビ
ジ
ネ
ス
研
究
科
、
復
旦
大
学
(
中
国
上
海

市
)
で
M
B
A
模
擬
授
業
実
施
 
3
月
豁
日

フ
ォ
ー
ラ
ム
「
け
い
は
ん
な
の
ま
ち
づ
く
り

3
冉
N
n

を
考
え
る
」
を
開
催

備
年
Ⅱ
Ⅱ
に
始
ま
っ
た
「
け
い
は
ん
な
知
的

東
京
講
座
 
1
打
豁
日
、
記
口
、
 
2
打
3
Π

新
春
特
別
講
義
「
仭
年
の
世
界
を
展
望
す
る

を
東
京
オ
フ
ィ
ス
で
開
催

「
ハ
ム
募
制
の
プ
ロ
ジ
エ
ク
ト
科
目
に
よ
る
地

域
活
性
化
(
現
代
G
P
)
」
シ
ン
ボ
ジ
ウ
ム

2
月
討
日

「
情
報
境
の
整
備
と
成
績
評
価
の
厳
格
化

(
特
色
G
P
)
一
成
果
報
告
会
 
2
月
部
H

人
文
科
学
研
究
所
第
餌
回
公
開
講
演
会
2
月
器
日

テ
ー
マ
は
「
大
正
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
と
現
代
」
。

大
東
文
化
大
学
和
Ⅲ
守
教
授
と
西
田
毅
大
学
名

神
学
部
教
授
を
講
師
と
し
、
大
髪
、
梅
館
で
同

志
社
キ
リ
ス
ト
教
教
育
講
演
会
を
開
催
し
た

大
ハ
音
総
長
は
「
同
志
社
の
教
学
理
念
と
教
学

体
制
」
、
木
井
康
博
大
学
神
学
部
教
授
は
、
「
祠

志
社
に
す
る
た
め
に
創
立
者
か
ら
の
メ
ッ
セ

ー
ジ
」
ナ
高
題
に
誠
演
し
た
新
入
社
員
は

も
と
よ
り
、
出
席
者
は
改
め
て
同
志
社
の
建
学

の
精
神
等
に
想
い
を
馳
せ
、
有
意
義
な
時
間
を

過
こ
し
た
。

2
0
0
9
年
度
入
社
式

4
月
3
U

大
学
神
学
館
礼
拝
堂
に
お
い
て
入
社
式
を
行

つ
た
。
本
年
度
の
採
用
は
、
大
学
教
貝
朝
人

女
子
大
学
教
員
捻
人
稾
寸
学
校
教
員
4
人
、

香
里
中
学
校
・
高
"
辛
校
教
員
4
人
、
女
イ
中

ψ
穫
・
一
鼎
学
校
教
員
1
人
、
幽
際
中
ツ
校

高
簀
袈
教
貝
4
人
小
学
校
教
n
3
人
大

学
職
員
円
人
、
国
際
中
〕
.
f
校
・
」
鼎
γ
校
職
員

1
人
の
計
町
人
で
あ
る
大
<
介
實
総
長
、
野
本

一
老
理
事
長
の
歓
迎
の
こ
と
ば
に
続
き
、
野
本

理
事
長
か
ら
人
ひ
と
り
に
辞
令
を
交
付
し

ナ

達
式
が
行
わ
れ
た
。

第
2
回
同
志
社
研
修
・
交
流
会
 
7
打
1
日

建
学
の
粘
神
、
教
育
理
念
を
同
じ
く
す
る
法

人
内
芥
学
校
の
教
職
員
の
研
修
と
交
流
を
進

め
、
連
携
強
化
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、

咋
年
度
か
ら
実
施
し
て
い
る
。
第
2
回
Π
と
な

る
今
郁
度
は
大
学
,
釜
<
館
鈴
番
教
室
に
お
い
て

開
催
し
た
 
2
5
0
人
以
L
の
参
加
者
が
あ
り
、

事
例
桜
告
の
あ
っ
た
学
校
の
取
り
紕
み
に
つ
い

て
理
解
ナ
傑
め
る
と
と
も
に
、
交
流
会
で
は
口

頃
接
す
る
こ
と
の
少
な
い
各
学
校
教
職
員
が
交

流
す
る
愆
義
深
い
機
会
と
な
っ
た

イ
エ
ー
ル
・
同
志
社
交
流
会
 
7
打
6
Π

レ

大
学
校
友
会
A
Y
A

米
倒
イ
エ

ノ

(
)
誘
又
=
一
一
0
コ
0
、
く
区
九
と
仁
ヨ
三
)
の
熱
心
な
呼

ぴ
か
け
に
ょ
り
、
「
イ
エ
ー
ル
の
グ
ロ
ー
バ
ル

戦
略
と
同
'
礼
の
凶
際
主
義
」
を
テ
ー
マ
に
大

山
玉
梅
館
で
交
流
会
を
開
催
し
た
。
「
一
フ
ィ
ン

の
守
り
」
の
同
メ
ロ
デ
ィ
ー
で
あ
る
両
校
の

カ
レ
ッ
ジ
ソ
ン
グ
を
大
学
グ
リ
ー
ク
ラ
ブ
0
B

が
斉
叫
す
る
校
歌
交
歓
、
八
田
英
二
学
長
に
ょ

る
開
会
挨
拶
、
エ
ド
ゥ
イ
ン
 
R
.
キ
ム
ジ
ー

A
Y
A
代
表
の
挨
拶
に
続
い
て
、
イ
エ
ー
ル
同

窓
会
か
ら
デ
ビ
ッ
ド
・
サ
ン
チ
エ
氏
が
「
イ
エ

ー
ル
サ
ー
ビ
ス
の
Π
」
、
エ
ド
ワ
ー
ド
・
グ
リ

ー
ン
バ
ー
グ
氏
が
「
イ
エ
ー
ル
・
ア
ル
ム
ナ

イ
・
コ
ー
ラ
ス
と
Ⅷ
1
則
団
組
織
」
、
同
志
社
か

3
月
肘
口

新
入
社
員
を
対
象
に
、
同
志
社
の
建
学
の
精

神
、
阿
志
社
の
歴
史
、
川
志
社
の
キ
リ
ス
ト
教

主
義
等
を
理
解
す
る
機
会
を
提
供
す
る
こ
と
を

同
的
と
し
て
、
大
谷
實
総
長
と
本
井
康
博
大
学

,
、ら

は
本
井
康
博
大
学
神
学
部
教
授
が
「
同
志
社

の
新
自
精
神
」
、
大
谷
貰
総
長
が
「
同
志
社
の

国
際
主
義
」
を
テ
ー
マ
に
講
演
、
同
志
社
大
学

生
に
ょ
る
同
志
社
大
学
主
導
の
世
界
学
生
環
境

サ
ミ
ッ
ト
の
報
告
、
野
本
真
也
理
事
長
に
ょ
る

挨
拶
で
閉
会
 
4
0
0
人
の
出
席
者
が
新
自
義

か
ら
続
く
両
校
の
親
交
を
深
め
た
引
き
続
き
、

キ
ャ
ン
パ
ス
ツ
ア
ー
、
暫
火
=
館
で
の
Π
本
文

化
を
紹
介
す
る
フ
ロ
ア
・
エ
ン
タ
ー
テ
ィ
メ
ン

レ
セ
プ
シ
ョ
ン
を
開
催
し
、
活
窕
些
父
流

、

、が
あ
っ
た
。
(
巻
頭
グ
ラ
ビ
ア
参
照
)

2
0
0
9
年
春
の
叙
勲
な
ら
び
に
褒
章

大
〕
罵
誉
教
授
の
{
高
重
明
氏
女
子
大
学

名
誉
教
授
の
児
工
實
英
氏
な
ら
ぴ
に
荻
野
恕
三

郎
氏
が
瑞
宝
中
綬
章
を
、
大
学
名
誉
教
授
の
辻

忠
夫
氏
が
瑞
宝
小
綬
章
を
そ
れ
ぞ
れ
受
章
し
、

5
月
N
口
束
京
プ
リ
ン
ス
ホ
テ
ル
に
お
い
て
仏

0
0
仂
工
一
仂
工
》
l
m
勺
0
刀
↓
 
9

^、.、、)
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特
区
活
性
化
デ
ザ
イ
ン
の
提
案
S
環
境
・
都
市

山
生
の
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
ょ
る
学
袈
ノ
ノ
加
の

街
づ
く
り
(
現
代
C
P
)
」
の
3
作
半
の
取
組

成
巣
を
報
告
。

逝
去
者
追
礼
拝

4
"
詑
Π

キ
リ
ス
ト
教
文
化
セ
ン
タ
ー
は
、
心
半
ぱ
で

在
学
、
在
籍
小
に
亡
く
な
っ
た
1
生
、
教
職
貝

を
迫
悼
す
る
機
会
を
両
キ
ャ
ン
パ
ス
で
も
っ

ナ

ソ
ウ
ル
市
立
大
学
校
と
の
調
印
式
4
"
舒
Π

ソ
ウ
ル
山
立
大
艸
f
力
ら
総
長
、
・
一
哩
f
跿
、
前

人
文
田
需
k
が
出
席
し
学
術
荒
恊
定
お
よ
ぴ

γ
生
'
、
父
所
恊
・
,
疋
を
締
結

O
o
m
工
一
の
工
力
下
0
『
仁
ヨ
ヨ
Z
く
0
コ

ヨ
富
ヨ
N
一
一
0
コ
里
m
=
N
一
Φ
皿
く
開
催
 
6
"
N
口

ニ
ユ
ー
ヨ
ー
ク
の
タ
イ
ム
ズ
ス
ク
エ
ア
に
あ

る
ミ
曾
二
0
二
三
習
●
三
伽
に
お
い
て
、
現
地
校
友

と
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
強
化
、
大
学
岡
際
戦
略
の

拠
上
形
成
等
の
卜
X
援
・
恊
力
を
門
的
に
ニ
ユ
ー

ヨ
ー
ク
同
志
社
会
の
恊
力
の
も
と
開
解

O
o
m
工
一
m
l
》
ヤ
0
『
仁
ヨ
ヨ
m
Φ
0
Ξ
0
コ

=
ヨ
φ
ヨ
W
一
一
0
コ
里
 
m
一
『
N
一
Φ
心
く
乏
=
=
ス
0
『
Φ
山
コ

6
門
肋
H

こ
コ
一
ぐ
Φ
『
m
三
Φ
m

韓
国
ソ
ウ
ル
の
ロ
ッ
テ
ホ
テ
ル
に
お
い
て
大

学
の
轤
凶
で
の
プ
レ
ゼ
ン
ス
の
向
上
、
多
数
の

貿
f
生
の
獲
得
、
韓
岡
在
仕
卒
業
生
の
緋
の
弧

化
を
U
的
と
し
ソ
ウ
ル
国
立
大
学
校
、
一
豊
大

学
校
、
延
世
大
学
校
を
招
き
開
催

グ
ロ
ー
バ
ル
・
ス
タ
デ
ィ
ー
ズ
研
究
科
(
届

出
手
続
中
)
開
設
記
念
公
開
講
演
会
を
開
催

フ
ヨ
4
0
、
帽
日

文
部
科
学
省
「
平
成
m
年
度
国
際
化
拠
点
整

備
事
業
(
グ
ロ
ー
バ
ル
釦
)
一
の
拠
点
大
学

に
選
定

7
月
3
0

文
部
科
学
省
「
平
成
創
年
度
大
学
教
育
.

学
生
支
援
推
進
事
業
学
生
支
援
推
進
プ
ロ
グ

ラ
ム
」
に
採
択

7
刀
7
Π

大
学
キ
ャ
リ
ア
ー
セ
ン
タ
ー
の
取
紕
「
個
性

を
活
か
し
た
障
が
い
学
生
の
キ
ャ
リ
ア
支
援
と

既
卒
名
の
再
就
職
支
援
」
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
対
象

ア
ン
ダ
ギ
ー
作
り
、
シ
ー
サ
ー
作
り
、
貝
殻
ク

ラ
フ
ト
、
体
験
ダ
イ
ビ
ン
グ
な
ど
の
中
か
ら
希

望
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
参
加
。
学
科
、
学
年
の
枠

を
越
え
た
友
達
の
輪
が
広
が
り
、
ア
ッ
ト
ホ
ー

ム
な
キ
ャ
ン
プ
と
な
っ
た
。
学
生
羽
人
、
教
職

貝
5
人
が
参
加
。

音
楽
学
科
声
楽
オ
ペ
ラ
ク
ラ
ス
公
演
1
フ
ィ

ガ
ロ
の
結
婚

2
月
討
日

京
田
辺
キ
ャ
ン
パ
ス
新
島
四
趣
至
で
、
声

楽
オ
ペ
ラ
ク
ラ
ス
の
授
業
の
集
大
成
と
し
て

《
フ
ィ
ガ
ロ
の
結
婚
》
の
ハ
ム
演
が
行
な
わ
れ

た
。
今
回
で
詑
回
日
。
オ
ペ
ラ
ク
ラ
ス
受
講
の

4
年
次
生
松
人
が
主
要
な
役
を
演
じ
、
オ
ー
ケ

ス
ト
ラ
、
男
性
合
唱
団
、
裏
方
ス
タ
ッ
フ
な
ど

の
恊
力
者
を
含
め
約
1
2
0
人
が
全
4
"
奄
約

3
時
問
半
に
及
ぶ
本
格
的
な
オ
ヘ
ラ
を
披
露
し

た
。
熱
の
こ
も
っ
た
演
技
に
、
満
員
に
埋
ま
っ

た
客
席
か
ら
は
惜
し
み
な
い
拍
手
が
送
ら
れ

た
。
同
志
社
女
子
大
学
の
連
携
事
業

以
下
の
と
お
り
、
教
育
委
員
会
、
病
院
、
高

等
学
校
、
大
学
と
そ
れ
ぞ
れ
恊
定
を
締
結
し
、

調
印
式
を
行
な
っ
た
い
ず
れ
も
今
後
は
恊
議

会
を
設
置
し
、
具
体
的
な
連
携
事
業
に
取
組
む

予
定
で
あ
る

2
月
3
日
大
阪
府
守
口
市
教
育
委
員
会
と

連
携
恊
力
に
関
す
る
恊
定

女
子
大
学

ス
プ
リ
ン
グ
キ
ャ
ン
プ
 
3
月
円
S
B
e

咋
年
度
ま
で
実
施
し
て
い
た
「
ス
キ
ー
キ
ャ

ン
プ
」
を
鵬
年
度
か
ら
「
ス
プ
リ
ン
グ
キ
ャ
ン

プ
」
に
変
更
0
 
「
'
、
⑦
九
コ
仇
n
 
o
、
冬
0
=
ル
含
、
、

S

え
仇
勺
九
n
-
 
0
子
3
 
コ
円
三
『
九
一
イ
0
三
仂
九
一
、
円
=
ル
=
a
n

S
」
を
テ
ー
マ
に
様
々
な
体
験
プ
ロ
グ
ラ
ム
を

沖
縄
本
島
と
渡
嘉
敷
島
で
突
施
し
た
。
沖
縄
本

鳥
で
は
ヌ
チ
シ
ヌ
ジ
ガ
マ
や
そ
の
周
辺
の
自
然

に
つ
い
て
山
両
し
、
渡
嘉
敷
島
で
は
サ
ー
ダ
ー

3
月
訟
U
 
大
阪
市
立
工
芸
高
簑
寝
(
大

阪
市
阿
倍
野
区
)
と
の
教
育
連

携
恊
定
屍
系
了
部
情
報
メ
デ

イ
ア
学
科
対
象
)

4
月
巧
Π
独
立
行
政
法
人
凶
立
病
院
機
構

南
.
"
小
都
病
院
粂
都
府
城
陽
市
)

と
の
学
術
交
築
ナ
に
関
す
る
包

下
"
劾
定

5
乃
紛
Π
<
驫
学
院
大
学
(
愛
知
県
名
」
Π

尾
市
)
と
四
希
」
需
に
関
す

る
包
括
恊
定

●
管
理
栄
士
国
家
試
験
合
格
率
羽
.
6
%

第
器
回
管
馴
釡
上
国
家
竣
が
3
打
に
ー

わ
れ
、
令
国
の
平
均
合
格
率
が
四
・
0
%
の
と

こ
ろ
、
⑱
年
度
京
業
生
は
能
・
6
%
(
刀
人
受

強
ヤ
和
人
が
合
桜
)
で
あ
っ
た
。
食
物
栄
養
科

ツ
科
で
は
年
問
を
通
じ
て
対
策
を
行
っ
て
お

り
、
木
番
に
向
け
て
・
突
力
を
高
め
ら
れ
る
よ
う

に
担
「
教
員
一
同
、
全
血
的
な
バ
ッ
ク
ァ
ッ
プ

ー
、
口

体
制
を
と
っ
て
い
る
先
輩
た
ち
の
努
力
が
災

を
結
ん
だ
今
回
の
結
果
を
一
堂
け
て
、
す
で
に
4

ド
次
生
は
先
雌
た
ち
に
紕
け
と
卒
業
論
文
と
山

行
し
て
一
堂
験
凖
備
に
人
っ
て
ぃ
る

A
N
A
エ
ア
ラ
イ
ン
・
ホ
テ
ル
体
験
と
ホ
ス

ビ
タ
リ
テ
ィ
ス
キ
ル
セ
ミ
ナ
ー3
打
2
S
4
Π

A
N
A
グ
ル
ー
プ
と
の
述
携
恊
力
に
関
す
る

O
o
m
王
m
l
》
コ
m
勺
0
召
 
1

包
括
協
定
の
も
と
、
 
3
日
問
に
お
よ
ぶ
セ
ミ
ナ

高
等
学
校

ー
を
A
N
A
グ
ル
ー
プ
各
社
の
協
力
に
ょ
り
京

田
辺
キ
ャ
ン
バ
ス
、
全
旦
生
ゲ
ー
ト
タ
ワ
ー
ホ

テ
ル
大
阪
、
関
西
国
喋
工
港
他
で
実
施
。
各
見

学
.
実
習
場
所
で
は
活
発
な
質
疑
憾
叩
が
あ

り
、
セ
ミ
ナ
ー
を
終
え
た
学
生
か
ら
は
「
憧
れ

て
い
た
業
界
を
体
験
で
き
、
イ
メ
ー
ジ
が
膨
ら

ん
だ
」
「
・
笑
際
に
働
い
て
い
る
方
た
ち
の
お
話

が
大
変
刺
激
に
な
っ
た
」
な
ど
の
声
力
寄
せ
ら

れ
た
。表
隷
文
化
学
部
公
開
講
演
会
 
7
月
1
U

今
出
川
キ
ャ
ン
パ
ス
栄
光
館
に
ド
ナ
ル
ド

キ
ー
ン
氏
(
H
本
文
学
研
究
者
、
コ
ロ
ン
ビ
ア

大
学
名
誉
教
授
)
を
招
き
、
「
累
顔
の
口
本
文

化
1
人
・
こ
と
ぱ
・
出
会
い
」
と
題
し
て
講
演

会
を
開
催
し
た
。
日
本
文
学
研
究
者
に
な
る
き

つ
か
け
が
偶
然
に
手
に
し
た
源
氏
物
語
で

あ
っ
た
こ
と
や
、
研
究
に
専
心
し
た
学
生
時
代

の
話
0
 
智
学
生
当
時
、
京
都
で
の
楽
し
み
が
通

り
の
迫
遥
で
あ
っ
た
と
い
う
エ
ピ
ソ
ー
ド
。
谷、

郎
ほ
か
日
本
の
作
家
と
の
交
流
な
ど

崎
湘
ユ
ー
モ
ア
溢
れ
る
話
に
会
場
か
ら
は
時
折
笑
い

山
も
起
こ
っ
た
。
参
加
者
約
6
0
0
人
(
巻

頭
グ
ラ
ビ
ア
参
照
)

3
月
円
日

●
卒
業
式

第
引
回
卒
業
式
を
挙
行
し
、
 
3
8
5
人
の
生

徒
が
母
校
を
巣
立
っ
た
。
特
に
3
年
間
無
遅
刻
、

鉦
笶
課
、
礼
拝
皆
出
席
の
生
徒
の
真
拳
な
努
力

を
顕
彰
し
、
校
祖
新
島
襄
の
「
庭
上
之
一
寒
梅
」

に
鬨
ん
で
設
け
た
「
寒
梅
賞
」
の
受
賞
者
は
、

咋
年
度
を
上
回
る
叫
人
を
数
え
た
。
岩
倉
キ
ャ

ン
パ
ス
の
チ
ャ
ペ
ル
は
中
高
統
合
事
業
の
一
環

と
し
て
建
て
替
え
中
の
た
め
、
グ
ラ
ン
ド
プ
リ

ン
ス
ホ
テ
ル
京
都
に
て
行
わ
れ
た
。3
刃
捻
S
玲
Π

学
校
ス
キ
ー

今
回
は
前
回
を
上
回
る
妬
人
の
参
加
が
あ

り
、
ス
キ
ー
、
ス
ノ
ー
ボ
ー
ド
の
技
術
向
上
は

勿
論
、
参
加
者
相
亙
の
親
睦
を
大
い
に
深
め
る

こ
と
が
で
き
た
。

5
月
1
日

遠
足
滋
賀
や
京
都
の
キ
ャ
ン
プ
場
を
行
き
先
と

し
、
ク
ラ
ス
こ
と
に
生
徒
主
体
で
計
画
を
立
て

て
行
わ
れ
た
。
全
ク
ラ
ス
が
飯
こ
う
炊
さ
ん
を

行
い
、
調
理
に
昼
食
に
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
に

と
楽
し
い
時
問
を
過
こ
す
こ
と
が
で
き
た
新

学
期
最
初
の
ク
ラ
ス
行
事
で
あ
り
、
ク
ラ
ス
メ

ー
ト
が
お
互
い
を
よ
く
理
解
し
A
う
套
叢
な

場
と
な
っ
た



花
の
日
礼
拝
・
施
設
訪
問
 
6
打
熔

花
の
Π
礼
仟
は
厳
粛
に
行
わ
れ
た
が
、
本
年

は
判
弔
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
彬
リ
で
施
股
訪
剛

を
取
り
や
め
、
本
校
の
門
衛
所
、
作
業
員
控
室

驫
謝
を
込
め
て
花
を
刷
け
た

球
技
大
会

6
珂
9
H

新
刑
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に
ょ
る
休
校
で
予
定

よ
り
1
週
刷
遅
れ
の
開
催
と
な
っ
た
が
生
徒
の

幾
が
逓
じ
、
犬
候
に
め
ぐ
ま
れ
大
い
に
盛
り

上
が
っ
た
教
育
実
習
の
期
問
と
重
な
り
ご
笑

習
生
と
生
徒
が
体
と
な
っ
て
応
援
す
る
姿
が

グ
ラ
ン
ド
や
体
育
館
で
数
多
く
見
ら
れ
た

団
体
鑑

7
打
円
円

京
剤
テ
ル
サ
に
て
劇
団
銅
擬
の
ハ
ム
演
を
2
、

3
年
生
か
鑑
員
し
た
。
演
U
は
「
則
洲
ず
3
牙
狸
」

京
受
岩
と
し
て
大
い
驫
動
を
眛
わ
え
た
の
は

.
"
う
ま
で
も
な
い
が
、
秋
の
文
化
祭
再
介
祭
)

で
ク
ラ
ス
演
劇
を
h
う
3
年
生
は
、
演
劇
制
作

の
立
場
か
ら
も
学
ぶ
と
こ
ろ
が
多
か
っ
た

1
年
生
ク
ラ
ス
合
宿

7
寸
N
・
巧
H

桜
食
を
共
に
し
、
請
り
介
い
」
を
逓
し
て

ク
ラ
ス
の
親
唾
を
図
る
Π
的
で
行
っ
た
ク
ラ

ス
:
と
に
選
ぱ
れ
た
実
行
委
R
が
小
心
と
な
っ

て
剥
画
し
、
ク
ラ
ス
全
員
が
恊
力
す
る
と
い
う

一
侵
生
と
し
て
理
想
的
な
形
を
と
る
こ
と
が
で

き
た
。
 
4
月
に
人
学
し
た
1
午
生
も
速
足
や
球

技
大
会
で
親
睦
を
図
っ
て
き
た
が
、
こ
の
ク
ラ 9

1

ス
介
衍
に
ょ
っ
て
「
ク
ラ
ス
作
り
」
が
仕
上
げ

の
段
階
に
入
っ
た
と
一
言
え
る

ウ
エ
ス
リ
ー
交
換
留
学7
円
N
U
S
8
打
川
日

Π
年
口
と
な
る
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
、
メ
ル
ボ

ル
ン
の
ウ
エ
ス
リ
ー
カ
レ
ッ
ジ
と
の
知
期
」
父
換

留
学
ム
ノ
年
度
も
9
人
(
男
子
4
人
、
女
子
5

人
)
が
本
校
を
代
表
し
て
海
を
渡
っ
た
。
秋
に

は
同
カ
レ
ッ
ジ
か
ら
留
学
生
を
迎
え
、
渡
豪
し

た
生
徒
の
家
族
が
日
本
で
の
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ

ー
を
つ
と
め
た

香
里
中
高

始
業
式

ー
ヨ
8
H

高
2
修
学
旅
行
 
1
月
飴
日
S
2
月
2
0

訪
問
地
が
来
年
度
か
ら
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
に

変
わ
る
た
め
、
今
年
が
最
後
の
ハ
ワ
イ
修
学
旅

行
と
な
っ
た
マ
キ
キ
聖
城
キ
リ
ス
ト
教
会
で

の
交
流
、
ア
リ
ゾ
ナ
記
念
鯨
で
の
平
和
学
習
、

グ
ル
ー
プ
別
の
白
主
研
修
な
ど
を
中
心
に
ハ
ワ

イ
の
地
を
生
か
し
た
修
学
旅
行
と
な
っ
た
。
今

年
は
ア
メ
リ
カ
軍
退
役
軍
人
の
霊
一
6
三
ニ
ヨ
山

氏
、
(
0
号
一
九
氏
六
妻
か
ら
「
貞
珠
湾
攻
撃
後

の
日
系
人
」
に
つ
い
て
の
講
演
を
聞
き
、
戦
,

と
Ψ
利
に
つ
い
て
老
え
る
機
会
を
持
つ
こ
と
が

の
希
望
を
胸
に
巣
立
っ
た
。

●
グ
レ
シ
ャ
ム
校
受
け
入
れ
プ
ロ
グ
ラ
ム

3
刀
N
S
別
U

イ
ギ
リ
ス
、
グ
レ
シ
ャ
ム
校
か
ら
9
人
の
乍

徒
と
2
人
の
先
生
が
来
校
し
、
剣
遭
と
茶
遡
を

体
験
し
た
剣
迫
体
験
で
は
剣
適
部
の
生
徒
と

大
い
に
交
流
し
、
一
念
の
先
生
の
指
導
の
も
と
、

H
本
の
仏
統
文
化
で
あ
ゑ
念
を
体
験
し
た
。

3
例
別
S
羽
日

ヌ
エ
ー
バ
中
学
交
流

本
校
か
ら
は
7
人
の
生
徒
契
,
加
。
現
地
で

ホ
ー
ム
ス
テ
ィ
を
し
な
が
ら
、
ヌ
エ
ー
バ
小
学

校
と
交
流
を
行
っ
た

ア
メ
リ
カ
ボ
ス
ト
ン
交
流
3
"
紛
1
S
4
打
4
Π

ア
メ
リ
カ
、
ボ
ス
ト
ン
に
て
、
校
祖
新
島
襄

の
足
跡
を
訪
ね
、
フ
ィ
リ
ッ
プ
ス
・
ア
カ
デ
ミ

ア
ー
モ
ス
ト
大
学
な
ど
を
訪
問
し
た

、

入
学
式

4
乃
9
H

小
学
校
2
5
0
人
尚
笈
了
校
3
0
5
人
の

新
入
生
を
迎
え
た
。

4
月
豁
U

自
転
車
安
全
講
習
会

"
転
゛
辿
学
者
を
対
象
に
女
令
感
H
会
を
行

つ
た
桜
憾
川
外
察
か
ら
淋
師
と
し
て
雛
青

を
刀
U
き
、
ヤ
フ
1
年
高
校
1
Ⅱ
都
1
0
0
人

に
Π
転
屯
の
乘
り
方
の
池
例
会
を
行
っ
た

校
祖
墓
参
・
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン

4
"
詑
S
N
n

小
田
Υ
1
年
生

4
打
器

高
校
1
年
生

4
村
器
日
、
中
学
1
年
生
か
杵
王
f
山
頂
の

校
祖
「
新
自
難
」
の
墓
前
に
て
礼
拝
を
行
っ
た

そ
の
後
岡
山
旧
禽
瓣
皿
泉
で
2
油
3
Π
の
オ
リ

エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を
行
っ
た
ス
ポ
ー
ツ
大
会
、

ち
こ
狩
り
、
ア
イ
ス
ク
リ
ー
ム
作
り
、
備
前

、L焼
体
験
、
岡
山
国
際
サ
ー
キ
ッ
ト
な
ど
の
コ
ー

ス
に
分
か
れ
、
友
述
作
り
、
ク
ラ
ス
で
の
」
需

を
深
め
た

{
寝
1
年
生
は
4
月
器
臼
、
校
祖
参
ノ
の
後

近
江
八
幡
休
暇
村
に
て
1
泊
2
Π
の
オ
リ
エ
ン

テ
ー
シ
ョ
ン
を
行
っ
た
。
髭
琶
測
で
の
ド
ラ
ゴ

で
き
た
。
ま
た
、
咋
年
9
月
か
ら
九
'
ヨ
曾
一
を
交

換
し
て
ぃ
る
バ
プ
テ
ィ
ス
ト
ア
カ
デ
ミ
ー
(
H

B
A
)
で
日
本
語
授
業
を
受
け
て
い
る
高
校
生

と
今
同
対
面
が
突
現
し
、
お
亙
い
に
交
流
す
る

こ
と
が
で
き
た

卒
業
式

一
鼎
学
校

中
学
校

局
等
学
校
、

女
子
中
高

3
学
期
の
特
別
礼
拝

n
月
8
H
 
ア
ド
ヴ
エ
ン
ト
礼
仟

「
マ
リ
ア
の
ウ
エ
デ
ン
グ
ド
レ

ス
」

3
"
6
Π

3
河
恪
Π

小
学
校
の
卒
業
生
が
そ
れ
ぞ
れ

O
o
m
工
一
m
l
》
刀
m
勺
0
刀
↓
 
3

4
1
2
1

ン
ボ
ー
ト
体
験
、
瓦
苞
湖
博
物
館
の
見
学
、
飯

こ
う
炊
さ
ん
で
の
カ
レ
ー
作
り
な
ど
、
ク
ラ
ス

の
交
流
を
深
め
る
こ
と
が
で
き
た

4
児
町
H

中
3
狂
言
鑑
賞

再
里
園
に
あ
る
能
楽
山
毛
璽
伺
の
鑑
賞
を
行

つ
た
演
日
は
「
附
f
」
と
「
柿
山
伏
」
。

ヌ
エ
ー
バ
校
生
徒
の
交
流

酌
噐

5
月
9
S
蛤
Π

ア
メ
リ
カ
、
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
の
ヌ
エ
ー

バ
校
よ
り
6
人
の
生
徒
が
来
校
。
本
校
生
徒
宅

に
ホ
ー
ム
ス
テ
ィ
を
し
、
六
洗
し
た
。

高
2
文
楽
鑑
賞

6
同
Ⅱ
日

日
木
橋
に
あ
る
国
立
文
楽
劇
場
に
て
文
楽
鑑

貸
を
行
っ
た

6
月
器
日

オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
バ
ス

小
学
校
6
年
生
約
4
0
0
人
を
対
象
に
帽
教

室
に
分
か
れ
て
の
体
験
授
業
と
施
設
見
学
会
を

行
っ
た
保
護
者
も
含
め
て
約
1
0
0
0
人
が

末
校
し
、
大
盛
況
で
あ
っ
た
。

、

中1オリエンテーション

高2修学旅行



兆
鷲
卜
近
江
八
帰
教
会
牧
師

月
8
日
新
年
礼
仟
森
一
郎
校
長

司
^
日
仰
'
^
^
永
咲
氾
^
^
^

二
券
友
に
出
会
う
た
め
に
」

野
本
貞
也
理
"
長

刀
n
日
創
立
者
生
"
紀
念
礼
仟

巾
学
「
F
ー
レ
ー
サ
ー
は
な
ぜ

す
こ
い
の
か
」

局
校
「
し
め
た
!
と
川
ん

で
み
た
も
の
の

上
孃
尚
f
両
曜
巾
ツ
校
・
局
校

教
諭

3
打
玲
Π
終
業
式
礼
井
森
一
郎
校
長

卒
業
式

一
柊
卒
業
式
(
2
5
1
人
)

2
"
即
H

3
"
n
u

小
学
亭
業
式
(
2
4
5
人
)

修
学
旅
行

小
学
2
年
生
は
3
"
恰
S
幼
Π
の
2
油
3
日

の
H
程
で
九
州
・
長
岫
方
向
に
 
1
U
Π
は
ハ

ウ
ス
テ
ン
ボ
ス
、
 
2
Π
Π
は
被
爆
体
験
行
の
下
川

を
聞
い
た
後
、
原
爆
資
料
館
を
見
学
す
る
な
ど

午
前
中
は
平
和
学
習
を
体
験
し
、
そ
の
後
長
岫

市
内
で
班
別
に
向
山
行
動
。
3
U
H
は
福
岡
へ
。

海
の
巾
道
マ
リ
ン
ワ
ー
ル
ド
を
Π
ル
学
し
た
。

帛
校
2
年
生
は
3
U
怜
S
討
日
の
3
泊
4
日

の
Π
程
で
沖
縄
に
 
1
Π
門
は
糸
満
市
の
平
和

祈
念
公
園
・
育
<
料
館
を
兒
学
し
、
宮
良
ル
リ
先

生
倫
T
叩
を
拝
聴
。
 
2
口
目
は
糸
数
壕
・
ひ
め

ゆ
り
の
塔
を
見
学
、
ま
た
エ
イ
サ
ー
の
縛
(
や

首
Ψ
城
な
ど
を
見
学
。
 
3
日
目
は
東
南
植
物
園

Π
ル
学
か
ら
「
む
ら
咲
む
ら
」
で
サ
ト
ゥ
キ
ビ
収

穫
・
黒
繊
作
り
、
琉
球
舞
踊
体
験
な
ど
ク
ラ

ス
・
班
別
で
体
験
し
た
。

ス
キ
ー
学
舎

3
月
帽
S
器
R

北
志
賀
・
竜
上
ス
キ
ー
場
で
一
侵
1
年
生
の

露
ユ
行
約
卯
人
を
対
象
に
、
本
校
教
員
の
み
の

指
導
で
ス
キ
ー
の
'
習
会
を
実
施
上
級
者
は

も
と
よ
り
初
心
者
も
最
終
Π
に
は
ゲ
レ
ン
デ
に

颯
爽
と
シ
ユ
プ
ー
ル
を
描
い
た

新
入
生
を
迎
え
る
日

3
打
部
H

校
長
に
ょ
る
奨
励
の
後
、
宗
教
教
育
や
授
業
、

行
"
、
ク
ラ
ブ
活
動
等
に
つ
い
て
の
説
明
、
雫

讃
戈
歌
等
の
配
布
が
あ
り
、
入
学
前
の
凖

t
」備

や
ガ
イ
ダ
ン
ス
・
写
真
撮
影
が
行
な
わ
れ

ナ

上
賀
茂
伝
導
所
浜
木
京
了
牧
師

「
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
」
余
話

5
月
初
旬
、
 
U
本
に
も
暁
木
者
発
生
。
本
校

は
帽
H
か
ら
感
染
者
が
み
つ
か
っ
た
兵
庫
・
大

阪
恢
域
か
ら
登
校
す
る
生
徒
の
欠
席
を
認
め
、

詑
S
舒
Π
は
斉
休
校
と
し
、
詑
日
か
ら
予
定

し
て
い
た
小
冏
テ
ス
ト
は
給
H
か
ら
に
順
延

そ
の
W
鄭
で
中
1
保
護
者
修
養
会
は
7
月
7
Π

に
、
中
1
墓
参
も
7
月
Ⅱ
日
に
延
期
し
た
。
さ

ら
に
6
乃
9
Π
の
会
術
鑑
賞
(
文
楽
鑑
賞
)
と

中
学
校
2
4
8
人

高
等
学
校
2
6
8
人
丙
外
部
生
N
人
)

遠
足

5
月
7
Π

巾
学
2
年
生
か
ら
高
校
3
年
生
が
斉
学
年
こ

と
に
バ
ス
遠
足
を
行
い
、
ク
ラ
ス
の
親
睦
を
深

め
る
楽
し
い
ひ
と
時
を
過
こ
し
た

中
学
1
年
生
修
会

5
月
7
S
9
日

兵
庫
県
篠
山
市
の
ユ
ニ
ト
ピ
ア
さ
さ
や
ま
に

て
、
今
年
も
「
同
志
社
で
学
ぶ
1
自
分
を
見
つ

め
、
友
達
を
理
解
し
て
隣
人
に
な
ろ
う
1
」
を

上
題
に
修
養
会
を
行
な
っ
た
。
礼
拝
と
団
体
生

活
を
通
し
て
同
志
社
教
育
の
根
幹
で
あ
る
キ
リ

ス
ト
教
上
義
の
教
育
に
つ
い
て
学
ぴ
、
ま
た
友

人
や
先
生
と
の
交
流
を
通
し
て
本
校
で
学
ぶ
愆

義
を
考
え
た

球
技
大
会

高
校
生
は
5
月
B
U
、
巾
学
生
は
6
判
Π
Π

に
球
技
大
会
を
実
施
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
、
ド
ッ

゛
、ノ

ジ
ボ
ー
ル
、
ポ
ー
ト
ボ
ー
ル
、
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ

凡ノ

ー
ル
に
、
優
勝
ト
ロ
フ
ィ
ー
を
目
指
し
て
各
学

年
の
覇
を
競
っ
た

オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
バ
ス

6
円
町
H

小
学
牛
(
約
7
0
0
人
)
、
中
学
生
と
そ
の

家
族
を
対
象
に
、
咋
年
に
続
い
て
美
施
し
た

午
前
の
部
、
午
後
の
部
に
分
か
れ
礼
拝
の
あ

と
授
業
体
験
(
午
前
・
午
後
器
教
室
や
ク
ラ

ブ
活
動
お
よ
ぴ
校
内
の
施
設
見
学
に
参
加
し

〕
ノ

国
際
中
高

国
際
交
流
ヌ
エ
ー
バ
校
と
の
交
流

法
人
内
4
中
学
校
の
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ

ヌ
エ
ー
バ
校
へ
の
生
徒
派
遣
に
、
本
校
か
ら
は

多
数
の
応
募
者
の
中
か
ら
選
ば
れ
た
6
人
が
参

加
し
た
(
3
刀
討
Π
S
即
日
)
。
ま
た
、
 
5
打

9
臼
か
ら
は
6
人
の
生
徒
を
ホ
ー
ム
ス
テ
ィ
で

受
け
人
れ
、
Ⅱ
口
か
ら
本
校
で
の
授
業
や
課
外

活
動
に
も
参
加
し
た
(
5
月
Ⅱ
S
玲
H
)
。

入
学
式

4
打
7
H

ナ

1
学
期
の
特
別
礼
拝

4
ゴ
8
Π
始
業
式
礼
"
太
山
信
診
校
長

4
月
B
・
叫
U
 
イ
ー
ス
タ
ー
礼
拝

「
仁
念
を
持
っ
て
走
る
」

村
山
僻
失
学
神
学
部
助
教

4
打
玲
Π
女
f
部
創
立
記
念
礼
持

世
界
で
一
番
良
い
と
こ
・
同

'
心
礼
女
f
部
S
栄
光
館
と
デ
ン

ト
ン
先
生
S
」

,
口
が
紀
二
六
一
兀
校
長
。

5
打
U
H
 
厩
の
Π
礼
仟

「
病
児
も
神
様
か
ら
の
素
敵
な

贈
り
物
」

ン
ダ
剛
保
育
k
佐
原
良
子
先

入
寮
宣
式

4
打
6
Π

高
校
の
新
入
生
で
両
親
が
ま
だ
海
外
に
在
住

し
て
い
た
り
、
通
学
困
難
な
遠
隔
地
に
い
る
生

徒
た
ち
の
た
め
に
用
意
さ
れ
た
学
寮
に
、
朝
人

の
新
入
寮
生
を
迎
え
た

入
学
式

4
村
6
U

中
学
生
部
人
、
高
校
生
2
6
1
人
の
新
人
生

を
迎
え
、
新
島
醒
趣
篁
で
入
学
式
が
挙
行
さ

れ
た中
1
宿
泊
研
修
・
墓
前
礼
拝

カ
ー
ネ
ー
シ
ョ
ン
販
光
の
収
益

金
お
よ
ぴ
募
金
は
ハ
ン
セ
ン
病

救
済
団
体
の
好
鮮
社
と
弓
則
ン

〕
)
則
皀
に
送
っ
た
。

6
打
4
Π
存
季
宗
教
教
育
強
調
週
開
特
別

礼
仟
「
み
ん
な
ち
が
っ
て
い
い
」

け
Π
市
教
会
柴
田
も
ゆ
る
教

4
H
舒
・
器
日

同
志
社
で
学
ぶ
意
味
や
、
建
学
の
精
神
を
学

ぶ
宿
油
研
修
を
、
「
同
志
社
ぴ
わ
こ
り
ト
リ
ー

ト
セ
ン
タ
ー
」
で
実
施
し
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
の

一

0
0
仂
工
一
m
l
》
刀
m
勺
0
刀
↓
 
5

、

6
刀
捻
日
花
の
口
礼
仟

「
開
け
て
み
な
い
と
わ
か
ら
な

い
」

1

中
1
福
祉
講
演
会
、
 
6
月
n
日
の
花
の
日
高
1

施
設
訪
問
お
よ
び
高
2
の
高
齢
者
福
祉
誠
演
会

は
中
止
の
止
む
な
き
に
至
っ
た
。
夏
休
み
に
実

施
し
て
い
る
凶
際
交
流
(
イ
ギ
リ
ス
・
ケ
ン
ブ

リ
ッ
ジ
・
ベ
ル
ス
ク
ー
編
学
研
修
、
オ
ー
ス

ト
ラ
リ
ア
・
一
ノ
デ
レ
ー
ド
・
ア
ネ
ス
リ
ー
カ
レ

ツ
ジ
語
学
研
修
と
ホ
ー
ム
ス
テ
ィ
)
も
中
止
と

な
っ
た
さ
ら
に
2
学
期
は
登
校
Π
不
足
を
阿

復
す
る
た
め
8
月
部
日
開
始
を
決
め
た

師 生ノR

花の日礼拝



最
妾
に
"
右
'
ト
f
を
肋
れ
創
立
打
駒
鳥
嚢
串

前
で
人
学
の
縦
告
を
行
た

高
1
宿
泊
研
修
・
墓
前
礼
拝

同
'
礼
で
叫
ξ
倉
味
や
、
建
7
の
粉
桝
を
学

ぶ
衍
油
研
修
を
、
「
ウ
エ
ル
サ
ン
ピ
ア
'
示
都
」

で
火
施
し
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
最
後
に
芥
モ
f

を
加
れ
、
創
立
省
新
島
襄
倫
前
で
人
半
の
轍

告
を
行
っ
た

ヌ
エ
バ
ス
ク
ー
ル
交
換
プ
ロ
グ
ラ
ム
生
徒
受

け
入
れ

5
j
9
S
玲
1

法
人
内
4
中
N
呑
同
の
行
喫
で
あ
る
、
ヌ
エ

ス
ク
ー
ル
交
換
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
乍
焦
又
け
入

ハれ
を
佃
年
皮
も
・
器
し
た
 
9
Π
の
ウ
エ
ル

カ
ム
セ
レ
モ
ニ
ー
や
授
饗
,
加
、
比
ハ
通
の
プ
ロ

グ
ラ
ム
で
あ
る
「
ワ
ダ
イ
コ
・
ナ
イ
ト
」
。
さ

ら
に
『
黛
H
の
修
r
心
,
授
ー
ナ
な
ど
を
,
U
つ
た

6
刀
捻
Π

中
学
遠
足

陶
で
1
U
順
延
と
な
っ
た
ガ
、
 
1
年
乍
は

「
人
,
川
川
周
辺
キ
ャ
ン
パ
ス
ツ
ア
ー
」
、
 
2
年
生

は
「
海
遊
館
、
 
3
年
生
は
「
山
城
Π
然
述
動

公
剛
」
に
出
か
け
、
儒
の
帖
れ
剛
、
校
外
で

の
学
習
を
満
喫
し
た

高
校
球
技
大
会

胴
で
1
Π
順
延
と
な
っ
た
が
、

ー
ル
大
会
を
実
施
し
た

オ
ー
ブ
ン
ス
ク
ー
ル

人
{
ι
器
校
・
小
学
生
を
対
象
に
、
オ
ー
プ

ン
ス
ク
ー
ル
を
・
災
施
・
人
試
説
明
会
を
笑
施
し

た
体
験
授
業
や
人
試
相
談
会
な
ど
を
行
っ
た

中
学
校

3
年
生
H
R
委
員
研
修
会
 
4
月
円
・
Ⅱ
Π

岡
志
社
ぴ
わ
こ
り
ト
リ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
に

て
、
 
3
午
生
名
ク
ラ
ス
の
H
R
委
員
と
執
行
委

U
生
徒
が
、
学
鬮
祭
を
は
じ
め
と
す
る
1
午
問

の
生
徒
会
活
動
方
針
の
検
討
を
行
っ
た

オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ヨ
ン
キ
ャ
ン
プ
、
創
立
者

4
月
巧
S
口
Π

墓
捗
1
年
生
の
最
初
の
行
邪
と
し
て
、
 
4
ク
ラ
ス

に
分
か
れ
て
,
諾
し
た
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ

ン
キ
ャ
ン
プ
で
は
Ⅲ
志
社
に
つ
い
て
学
ぴ
、
ク

ラ
ス
の
仲
問
と
の
飯
こ
う
炊
さ
ん
を
通
し
て
仲

岡
づ
く
り
の
ひ
と
と
き
を
持
っ
た
。
創
立
者
墓

参
で
は
、
新
島
襄
の
一
需
に
集
い
入
学
の
報
告

と
と
も
に
同
志
社
で
学
ぶ
決
意
を
新
た
に
し

ナ

5
1
巧
H

生
徒
大
会

女
子
大
学
栄
光
館
で
、
 
1
年
問
の
生
徒
会
活

動
を
力
向
付
け
る
生
徒
大
会
を
行
っ
た
。
各
委

員
会
の
活
動
力
針
や
予
・
決
算
の
提
案
と
質
疑

応
答
な
ど
忠
見
交
換
が
活
発
に
行
わ
れ
た
。

春
季
宗
教
週
間

6
月
1
S
5
日

法
人
内
5
巾
高
合
同
で
春
季
宗
教
教
育
強
調

迪
問
の
礼
拝
を
守
っ
た
各
地
か
、
需
師
を
招

き
、
生
徒
・
教
職
H
(
と
も
長
く
学
ぶ
こ
と
の

で
き
る
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
い
た
だ
い
た

2
日
(
火
)J
O
C
S
総
主
事
大
江
浩
先
生

3
H
(
水
)
け
口
市
教
会
柴
田
も
ゆ
る
牧
師

4
Π
禾
)
大
阪
聖
和
教
会
向
井
希
夫
牧
師

5
H
(
金
)
紫
野
教
会
打
下
星
志
牧
師

能
狂
言
鑑

6
"
4
Π

3
年
生
が
京
都
観
旧
会
館
に
て
狂
'
[
「
盆

山
」
・
能
「
大
会
」
を
鑑
賞
し
た

オ
ー
ブ
ン
キ
ャ
ン
バ
ス

6
1
6
H

好
天
の
中
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
を
開
催
し

た
 
1
6
0
0
人
以
上
の
来
校
者
は
、
礼
仟
や

模
擬
授
業
な
ど
多
彩
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
参
加
し

ナ

北
六
甲
教
会
山
本
有
紀
牧
師
を
招
き
守
っ

た
。
放
課
後
に
は
、
生
徒
会
秋
行
委
n
、
ホ
ザ

ナ
コ
ー
ラ
ス
部
、
ハ
ン
ド
べ
街
、
ピ
ー
ス
リ

、ノ

ン
ク
部
の
生
徒
た
ち
が
花
を
携
え
て
「
船
岡
寮
」

を
劼
岡
し
、
△
晶
や
ハ
ン
ド
ベ
ル
演
奏
な
ど
を

通
し
て
交
流
の
ひ
と
と
き
を
持
っ
た
。
6
Π
恰
Π

全
校
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

好
天
無
ま
れ
て
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
を
行

う
こ
と
が
で
き
た
グ
ラ
ウ
ン
ド
に
歓
声
が
こ

だ
ま
す
る
Π
で
あ
っ
た

6
門
栓
U

「
バ
レ
ー
ボ

6
"
肋
Π

4
月
Π
H

遠
足
2
年
生
、
 
3
年
生
と
も
に
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
ス

タ
ジ
オ
ジ
ャ
パ
ン
へ
出
か
け
た
新
し
い
ク
ラ

ス
メ
ー
ト
と
楽
し
い
ひ
と
と
き
を
過
こ
す
こ
と

が
で
き
た

一
"

O
o
m
工
一
Φ
工
>
刃
m
で
0
刀
↓
 
7

が
、
今
年
度
は
ク
ラ
ブ
員
7
人
の
う
ち
2
人
が

●
)
、
亭
主
役
を
受
け
も
ち
、
参
加
者
に
お
茶
を
ふ
る

ま
つ
た

4
月
帽
口

入
学
お
め
で
と
う
の
会

ワ
イ
ル
ド
ロ
ー
バ
ー
活
動
(
W
R
活
動
一
同

志
社
小
学
校
の
縦
割
異
年
齢
班
活
動
の
名
称
)

と
し
て
、
新
1
年
生
を
迎
え
る
「
入
学
お
め
で

と
う
の
厶
ぞ
を
開
催
し
た
。
そ
れ
ぞ
れ
の
学
年

が
工
夫
し
、
学
校
の
紹
介
や
説
明
を
行
っ
た
。

引
き
続
き
行
っ
た
W
R
号
(
班
)
結
団
式
で
は
、

佃
年
度
に
な
っ
て
は
じ
め
て
揃
っ
た
6
年
生
ま

で
の
児
童
全
員
が
各
号
に
集
ま
り
、
メ
ッ
セ
ー

ジ
カ
ー
ド
の
交
換
な
ど
を
通
し
て
親
睦
を
深

め
、
新
し
い
グ
ル
ー
プ
の
出
発
を
喜
ぴ
合
う
と

と
も
に
、
今
後
の
活
動
の
確
認
を
行
っ
た
。

4
同
N
e

春
の
遠
足

学
年
こ
と
の
ね
ら
い
を
持
っ
て
、
学
年
別
の

遠
足
を
実
施
し
た
。
中
で
も
、
 
1
年
生
と
6
年

生
は
恒
例
の
「
仲
良
し
遠
足
」
と
し
て
、
若
王

子
に
眠
る
校
祖
の
墓
参
に
合
同
で
出
か
け
た
。

6
年
生
児
童
が
1
年
生
児
童
に
新
島
襄
を
は
じ

め
同
志
社
墓
地
に
眠
る
人
々
に
つ
い
て
解
説

し
、
創
立
者
の
思
い
や
同
志
社
に
関
わ
る
人
々

の
願
い
、
神
の
み
業
に
つ
い
て
思
い
を
め
ぐ
ら

し
大

5
月
即
日

花
の
日
礼
拝

6
乃
の
花
の
日
礼
拝
を
、
四
年
度
は
学
校
行

小
学
校

同
志
社
タ
イ
ム
ロ
ボ
ッ
ト
と
遊
ほ
う
2
打
鈴
H

京
都
・
胴
内
に
本
仕
力
あ
り
電
子
剖
'
Ⅷ
の
ト

ツ
プ
メ
ー
カ
ー
で
あ
る
(
株
)
村
胤
*
作
所
が

そ
の
技
術
の
枠
を
結
集
し
て
製
作
さ
れ
た
"
転

Ⅲ
型
ロ
ボ
ッ
ト
「
ム
ラ
タ
セ
イ
サ
ク
君
」
と

輸
車
型
ロ
ボ
ッ
ト
「
ム
ラ
タ
セ
イ
コ
ち
ゃ
ん
」

を
携
え
た
削
発
担
虫
1
打
が
特
別
授
業
を
行
っ

た
。
氏
山
^
了
^
の
剖
^
1
 
2
圷
^
と
小
・
高
〕
^
f
勾

の
部
(
3
、
 
4
、
 
5
年
)
の
2
回
に
分
け
て
、

明
発
の
経
過
な
ど
に
つ
い
て
'
を
鬪
い
た
後
、

大
際
に
セ
イ
サ
ク
君
と
セ
イ
コ
ち
ゃ
ん
か
ハ
ラ

'
ヨ

演
鑑

6
月
Ⅱ
日

2
年
生
が
京
都
会
館
に
て
劇
団
う
り
ん

、

1こ
の
「
口
区
)
n
=
0
竺
を
鑑
賞
し
た

花
の
日
礼
拝

6
乃
捻
H

フ
・
 
8
Π

.

ン
ス
を
保
っ
て
走
行
を
し
た
り
、
超
音
波
に
ょ

り
蝶
易
ま
で
の
距
跳
を
検
知
し
て
停
ま
る
様

f
を
目
の
門
た
り
に
し
た
十
ど
も
た
ち
は
驚

き
の
声
を
あ
げ
、
授
業
の
最
後
に
は
、
熱
心
に

質
問
を
投
げ
か
け
た

ひ
な
祭
リ
茶
会

3
月
1
日

5
年
生
の
茶
道
ク
ラ
ブ
員
7
人
が
左
京
区
の

8
僅
右
料
理
店
「
下
鴨
茶
寮
」
に
お
い
て
開
催

さ
れ
た
裏
千
家
学
生
茶
道
研
究
会
主
佐
「
ひ
な

ま
つ
り
茶
厶
三
に
招
待
さ
れ
た
昨
年
度
は
、

4
年
生
児
竜
全
員
が
客
と
し
て
招
待
を
受
け
た

ロボットと遊ぼう



事
の
都
介
で
5
刀
に
行
っ
た
"
然
の
恵
み
に

感
剛
し
、
さ
ま
ざ
ま
な
感
剛
を
、
口
頃
お
世
話

に
な
っ
て
い
る
学
校
内
外
の
皆
さ
ん
へ
喪
し

た
。
礼
仟
で
一
人
ひ
と
り
が
持
ち
寄
り
さ
さ
げ

た
花
を
、
ク
ラ
ス
こ
と
に
花
宋
に
し
、
カ
ー
ド

や
寄
せ
当
き
と
共
に
渡
し
た
さ
ま
ざ
ま
な
方

に
支
え
ら
れ
て
、
内
分
た
ち
の
学
校
生
活
が
お

く
れ
て
い
る
こ
と
を
感
謝
す
る
機
会
と
な
っ

ナ

日
の
修
学
旅
行
を
行
っ
た
熊
本
で
は
、
花
岡

山
、
、
シ
エ
ー
ン
ズ
邸
、
徳
富
尋
薗
な
ど
同
志

社
ゆ
か
り
の
「
熊
本
バ
ン
ド
」
に
ま
つ
わ
る
上

地
を
め
ぐ
り
、
長
崎
で
は
平
和
へ
の
願
い
を
込

め
て
、
被
爆
者
の
方
か
ら
お
話
を
伺
う
な
ど
、

平
和
学
習
に
取
り
組
ん
だ
。

2
年
生
花
脊
山
の
家
宿
泊
体
学
習

6
月
器
・
N
e

2
年
生
宿
泊
体
験
学
習
を
1
泊
2
日
の
口
程

で
花
脊
山
の
家
で
行
っ
た
。
北
山
杉
に
囲
ま
れ

た
小
道
を
み
ん
な
で
ハ
イ
キ
ン
グ
を
し
て
山
の

家
に
向
か
い
入
所
し
た
現
地
で
は
1
日
目
、

ウ
ォ
ー
ク
ラ
リ
ー
や
フ
ィ
ー
ル
ド
ア
ス
レ
チ
ッ

ク
、
キ
ャ
ン
プ
フ
ァ
イ
ヤ
ー
を
楽
し
み
、
 
2
H

日
は
築
2
0
0
年
を
越
え
る
北
山
民
家
で
ち
ま

き
と
ク
ラ
フ
ト
作
り
を
体
験
し
た

同
志
社
タ
イ
ム
宗
教
特
別
週
間
釡
凹
楽
と

語
り
に
祈
り
を
込
め
て
)

7
月
2
憾

日
本
キ
リ
ス
ト
教
団
東
美
教
会
伝
道
師
で
ミ

ユ
ー
ジ
シ
ャ
ン
で
も
あ
る
陣
内
大
蔵
氏
を
招

き
、
自
然
体
の
ト
ー
ク
と
素
哨
ら
し
い
歌
声
を

共
に
楽
し
み
な
が
ら
、
見
失
っ
て
は
い
け
な
い

大
切
な
も
の
を
共
有
す
る
時
を
も
っ
た
。
こ
の

宗
教
行
事
を
同
志
社
タ
イ
ム
に
位
置
づ
け
、
児

童
の
み
な
ら
ず
保
護
者
に
も
参
加
を
呼
ぴ
か
け

る
こ
と
に
ょ
り
、
キ
リ
ス
ト
教
主
義
の
学
校
な

ら
で
は
、
意
義
深
い
取
り
組
み
と
な
っ
た

6
年
生
修
学
熊
行

6
月
玲
S
円
日

新
刑
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
世
界
的
流
行
の
影

粋
に
ょ
り
、
ア
メ
リ
カ
の
ア
ー
モ
ス
ト
、
ボ
ス

ト
ン
を
予
定
し
て
い
た
焦
f
旅
行
の
行
き
先
を

急
迎
変
更
し
、
熊
木
・
長
崎
を
巾
心
に
3
泊
4

幼
稚
園

音
楽
礼
拝
・
ク
リ
ス
マ
ス
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ

ン
点
灯
式

Ⅱ
月
部
日

上
賀
茂
伝
遭
所
の
牧
師
に
ょ
る
ク
リ
ス
マ
ス

イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
の
点
灯
式
と
音
楽
礼
拝
を

一
丁
つ
た
。

い
の
ち
の
雷
話
チ
ヤ
リ
テ
ィ
ー
コ
ン
サ
ー
ト

Ⅱ
月
即
Π

女
子
大
学
栄
光
館
で
行
わ
れ
た
「
い
の
ち
の

電
話
」
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
コ
ン
サ
ー
ト
に
年
中

年
長
組
の
有
志
が
出
演
し
「
か
み
さ
ま
が
く
れ

た
い
の
ち
」
等
の
歌
を
披
露
し
た
。

バ
プ
テ
ス
ト
病
院
訪
問

稔
月
5
日

年
長
組
が
バ
プ
テ
ス
ト
病
院
を
訪
問
し
、
降

誕
劇
を
演
じ
、
そ
の
後
入
院
・
入
所
者
と
交
流

を
持
っ
た

ク
リ
ス
マ
ス
礼
拝
・
祝
会

n
月
円
日

大
学
寒
梅
館
ハ
ー
デ
ィ
ー
ホ
ー
ル
に
て
ク
リ

ス
マ
ス
礼
拝
・
祝
会
を
催
し
た
。
年
長
組
の
ぺ

ー
ジ
エ
ン
ト
劇
に
、
年
中
組
は
聖
歌
隊
と
し
て

参
加
し
た
祝
会
で
は
年
少
組
が
歌
を
歌
い
、

全
園
児
、
会
衆
と
共
に
ク
リ
ス
マ
ス
を
お
祝
い

す
る同
志
社
ク
リ
ス
マ
ス
チ
ヤ
リ
テ
ィ

コ
ン
サ
ー
ト

口
月
部
日

U
、
戸

え
し
、
触
れ
あ
う
遊
ぴ
な
ど
で
交
流
を
深
め
た

同
志
社
小
学
校
と
の
交
流
会
 
2
月
Π
日

年
長
組
が
同
志
社
小
学
校
1
年
生
の
教
室
を

訪
れ
、
ゲ
ー
ム
や
給
食
の
時
間
を
共
有
し
た

帰
り
際
に
は
お
別
れ
を
惜
し
み
、
春
の
再
会
を

楽
し
み
に
帰
途
に
つ
い
た
。

マ
ラ
ソ
ン
大
会

2
月
討
口

全
園
児
が
、
日
頃
練
習
し
て
き
た
マ
ラ
ソ
ン

の
本
番
と
し
て
、
鴨
川
の
河
川
敷
を
走
る
。
保

護
者
の
声
援
に
励
ま
さ
れ
、
雪
の
中
力
一
杯
走

る
園
児
の
姿
が
見
ら
れ
た
。

社
会
・
文
化
体
 
2
月
舗
日
、
 
3
月
3
日

全
園
児
で
、
「
八
つ
橋
庵
と
剌
繍
の
や
か
た
」

二
示
都
タ
ワ
1
展
望
台
」
に
出
か
け
る
公
共

の
乗
り
物
に
乗
り
、
園
内
で
は
体
験
で
き
な
い

文
化
的
な
経
験
を
得
た
。

卒
園
お
茶
会
(
年
長
組
)

3
月
9
日

年
長
児
が
、
卒
園
の
記
念
と
1
年
問
の
お
稽

占
の
成
果
を
保
護
者
に
披
露
す
る
た
め
お
茶
を

点
て
て
振
る
舞
っ
た
。

ケ
ン
ブ
リ
ツ
ジ
英
検
表
彰
式
(
年
長
組
)

3
月
9
日

2
月
9
日
に
実
施
さ
れ
た
、
ケ
ン
ブ
リ
ッ
ジ

英
検
ヤ
ン
グ
ラ
ー
ナ
ー
ズ
テ
ス
ト
の
表
彰
式
で

受
験
者
全
員
が
賞
状
を
受
け
取
っ
た
。
3
月
松
日

卒
礼
拝

卒
園
を
記
念
し
て
、
同
志
社
礼
拝
堂
に
お
い

大
叢
梅
館
で
行
わ
れ
た
同
志
社
ク
リ
ス
マ

ス
チ
ャ
リ
テ
ィ
コ
ン
サ
ー
ト
に
年
小
・
年
長
組

の
菊
志
が
出
一
波
し
、
ア
ト
リ
ウ
ム
で
「
ち
い
さ

い
ひ
つ
じ
が
」
二
涙
そ
う
そ
う
」
等
の
歌
を
披

露
し
た
同
志
社
幼
稚
園
後
援
会
に
よ
る
親
睦
会
1
月
Π
口

後
援
会
の
企
川
で
、
年
長
組
が
親
子
で
お
も

ち
つ
き
を
行
い
卒
剛
生
と
交
流
を
持
つ

A
K
P
留
学
生
招
待
お
茶
会
 
1
刀
即
日

幼
稚
園
に
A
K
P
留
学
生
を
お
茶
会
で
お
迎

戸

0
0
仂
工
一
仂
工
》
刀
m
勺
0
刀
↓
 
9

を

て
年
長
児
と
そ
の
保
護
者
が
礼
拝
を
厳
か
に
行

つ
た

3
月
玲
日

卒
園
式

在
園
児
、
保
護
者
教
員
が
共
に
、
園
児
の

卒
園
を
お
祝
い
し
た
卒
園
児
の
歌
声
と
送
辞

が
園
の
ホ
ー
ル
に
力
強
く
響
き
渡
り
、
訟
人
の

卒
園
児
が
卒
園
証
書
を
胸
に
巣
立
つ
。

●
同
志
社
小
学
校
と
の
交
流
会
 
6
月
2
日

4
年
生
が
幼
稚
園
を
訪
れ
全
員
で
讃
美
歌

を
歌
っ
た
。
そ
の
後
グ
ル
ー
プ
こ
と
に
分
か

れ
、
小
学
生
が
企
画
し
た
ゲ
ー
ム
を
園
児
と
共

に
楽
し
む
交
流
の
ひ
と
と
き
を
持
っ
た
。

(
6
月
8
e
S
即
旦

未
就
園
児
教
室

地
域
の
子
育
て
支
援
の
一
環
と
し
て
、
満
3

歳
児
を
対
象
と
し
た
親
子
教
室
を
7
回
開
く

教
員
の
指
導
で
制
作
や
親
子
触
れ
あ
い
遊
ぴ
等

を
楽
し
む
。

花
の
日
礼
拝

6
月
9
日

園
児
が
家
庭
か
ら
花
を
持
参
し
、
草
木
を
与

え
て
く
だ
さ
っ
た
神
様
へ
の
感
謝
の
礼
拝
を
行

つ
た
。
そ
の
後
学
内
や
地
域
の
方
に
お
届
け

し
、
日
頃
の
感
謝
の
気
持
ち
を
伝
え
た
。

キ
ャ
ン
バ
ス
ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト
 
6
月
鉾
日

講
義
の
罫
休
み
に
年
長
園
児
達
が
、
今
出
川

キ
ャ
ン
バ
ス
・
明
徳
館
前
で
青
空
コ
ン
サ
ー
ト

を
行
い
、
学
生
、
教
職
員
に
歌
声
を
届
け
た
。

(
巻
頭
グ
ラ
ビ
ア
参
照
)
。

'冒こ

口

クリスマス礼拝・祝会




